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 国土交通省が設置する「コンクリート生産性向上検討協議会」において検討が進められてい

る「サプライチェーンマネジメントの導入」への課題解決に向け、「生コン情報の電子化」が

取り組まれている。長沼南幌道路事業の現場においても、コンクリート打設における管理およ

び品質記録について「ｉｔ－Ⅽｏｎｃｒｅｔｅ」を活用していることから、実際に施工現場で

得られた効果や課題についてとりまとめて紹介する。 
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1. はじめに 

 
 国土交通省では建設業界の生産性向上の課題

解決方法のひとつとして、調達・製作・運搬・

組立等の各工程の改善を図る「サプライチェー

ンマネジメントの導入」により、コンクリート

工の生産性向上を目指している。 

 サプライチェーンマネジメントの導入におい

ては各種検討が行われており、ここでは各工程

改善による生産性の向上として、コンクリート

打設における出荷伝票の管理、打設状況の記録

および材料確認等の品質管理について、道央圏

連絡道路 長沼町 北5号線改良工事（以下「当該

工事」という。）においてクラウド上で一元管

理が行えるコンクリート品質管理システム「it-

Concrete」（NETIS登録番号KT-200152-A）を活

用し、実際に見られた効果や課題を報告する。 

 

 

2. 活用工事の概要 

 
 活用工事の概要を以下にまとめる。 

■工事名 
道央圏連絡道路 長沼町 北5号線改良工事 
■工 期 
令和5年3月28日～令和6年3月26日 
■施工業者 
株式会社砂子組 
■工事延長 

L=700m 

■工事内容 
カルバート工、舗装工、排水構造物工等 

it-Concreteを活用した当該工事は場所打函渠工

2基（以下、№19BOXおよび№21BOXとする）の構築

を主体とし、構造物全体のコンクリート量として

3,850㎥の打設を行う工事であった。この工事のう

ち、№21BOXにおける打設の一部(図 -1)にてit-

Concreteを活用し従来管理と活用時の管理におい

て効果を検証した。 

 

 

 

図-1 it-Concrete 活用箇所 
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3. it-Concreteについて 

 

it-Concreteは内閣府により創設された官民研

究開発投資拡大システム「PRISM」の枠組みを活

用して国土交通省により2018年度に開始された

「建設現場の生産性を飛躍的に向上するための

革新的技術の導入・活用に関するプロジェク

ト」における取り組みのひとつとされる生コン

情報の電子化へ向けた関連技術の一部である。 

 it-Concreteの特徴(図 -2,3)として、出荷状

況・打設状況の「見える化」、帳票作成の効率

化、生コン数量の最適化を図ることができ、練

り混ぜから荷卸し完了までの時間や打設数量、

車両の待機状況までをクラウド上に電子記録と

して登録し、現場・工場・事務所において双方

向で確認できることが挙げられる。 

 

図-2 it-Concrete 全体概要 1) 
 

 
図-3 生コン情報の従来型運用と情報共有の比較 2) 

 

4. 打設時間の管理における効果 

 

 コンクリートの品質を確保するために受入時の

試験による品質確認は必須事項として行われてい

るが、打設時の管理では練り混ぜから荷下ろし完

了までの経過時間、コールドジョイントや型枠の

崩壊を防止するための打設間隔など所要時間も品

質に関わる重要なポイントとなる。 

 従来は、打設計画時にそれぞれの所要時間を想

定して配置計画や配車計画の作成を行い、実際の

打設時間を手書きで記録し、生コン工場と連絡を

取りつつ出荷の調整を行っていた(表-1)。この打

設時の時間管理は荷下ろし箇所（ポンプ車）の付

近に元請職員が常時待機し、運転手からの伝票の

受け取り、練り混ぜ時間の確認・記録、荷下ろし

の開始から完了までの記録を行い、作業終了後に

打設結果を取りまとめ書類化していた。 

 

表-1 打設時間想定計画および実施記録表（一部抜粋） 

 

 
 it-Concreteを活用した場合、出荷時間の記録は

生コン工場にてタブレットにより行われ（写真-
1）、練り混ぜ開始と同時に「出荷ボタン」をタッ

プするのみ、工事現場では生コンの荷下ろし開始

時にスマートフォンで「開始ボタン」をタップ、

荷下ろし完了時に「完了ボタン」をタップするの

み（写真-2）で練り混ぜ・運搬・打設開始・完了

までの時間がそれぞれクラウド上に登録される。

この登録されたデータは作業完了後に帳票として

自動作成され、クラウドからダウンロードするこ

とで書類化が完了する。取りまとめに必要なデー

タが全て自動で電子化されるため、伝票管理にお

いて大きなペーパーレス化が確認できた。また、

一連の作業時間を比較すると、当該工事において

は打設1回あたりに2.5時間の削減が確認された

（図-4）。№21BOXは、全体で14回のコンクリート

打設を要したため、全てにit-Concreteを活用して

いた場合は約35時間の削減が実現できていたもの

と考えられる。 
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写真-1 生コン工場での it-Concrete 活用状況 

 

 
写真-2 現場での it-Concrete 活用状況 

 

 

図-4 打設時間管理における所要時間の比較 

 
 

5. 出荷状況・打設状況の確認における効果 

 

 従来の打設作業では、元請職員が生コン工場

に電話して出荷状況の確認を取りつつ、現場の

打設状況の確認なども同時に行い、出荷間隔の

調整や打設の進行状況の確認などを並行して対

応していたため、職員の作業負担が大きく、複

数人で作業分担した場合でも各種管理は打設：1

名、写真：1名、品質：1名の最低3名が必要であ

ったが、it-Concreteを活用した場合は打設･品質管

理を1名で行えるようになったため、人員の削減や

職員の作業負担軽減の効果を確認できた。また、コ

ンクリート工における品質向上として、練り混ぜか

ら荷下ろし完了までにおける時間管理の重要性は先

に述べたとおりであるが、実際は運搬経路の道路状

況やポンプ車の筒先移動等で計画通りの打設時間に

ならず、現場到着から荷下し開始まで待機している

車両が発生することが多い。元請職員は、この待機

車両の状況を確認して生コン工場へ出荷間隔の調整

を行うことで練り混ぜからの時間経過を削減するよ

う施工していた。it-Concreteを活用した場合は、

現場・生コン工場・現場事務所にて出荷時刻、荷下

ろし開始時刻などの経過をリアルタイムに確認する

ことができるため、生コン工場側で荷下しの状況を

把握し出荷間隔を独自に調整することで現場の待機

車両を削減した。これにより当該工事の打設作業は

現場到着から荷下し開始までの待機時間が最大5分

程度の限りなくフレッシュな状態で打設を行うこと

ができ、コンクリート工の品質向上に寄与している

ことが確認できた（表-2）。さらに、残打設量を現

地で逐一確認する必要があった数量調整の作業が容

易になることで、待機車両が削減され30分程度の作

業時間短縮が確認された（図-5,6）。 

 

表-2 it-Concrete 使用時の現着時間と荷卸時間 

 

 

 

図-5 従来作業の打設時間 
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図-6 it-Concrete 使用時の打設時間 

 
 

6. 品質管理における効果 

 

 コンクリートの受入れ時の品質管理としてス

ランプ・空気量・コンクリート温度・塩化物含

有量・単位水量の計測が実施されているが、従

来は写真および手書きにて記録し最終的に品質

管理資料として取りまとめを行っている（表 -
3）。この手法において、コンクリート受入時の

品質確認は品質管理者および生コン工場の試験

員のみが試験結果を把握している状況となり、

試験後に関係者へ電話連絡し、搬入されたコン

クリートに問題が無い事を通達した上で施工を

進める状況となっている。また、品質記録につ

いては打設完了後に取りまとめを行い書類化す

る必要がある為、事後の作業も発生する。 

 it-Concreteを活用した場合は、コンクリート

受入時の品質記録をスマートフォンにて入力す

ることにより即座にクラウド上に記録されるた

め、生コン工場の出荷担当者および打設に従事

している職員にリアルタイムで情報共有する事

ができる（表-4）。また、打設時間管理と同様

に書類を電子化することが出来るため、ペーパ

ーレスにも寄与する事となる。このことから、

2024年3月に施行予定のJIS A 5308の改正により、

電子媒体で各種書類の提出が可能になることで

得られる効果も確認することができた（図-7）。 

 

 
図-7 帳票類の電子化に伴うJIS A 5308改正に向けた

スケジュール3) 

表-3 品質管理記録（手書き） 

 

 

表-4 品質管理記録（電子） 

 

 

 

7. まとめ 

 

 今回、生コン情報の電子化についてit-Concrete

を活用しDX、IoTといった技術の生産性向上への効

果を検証するべく各項目について調査を実施した。

全体をまとめると以下の通りとなる。 

①コンクリートの打設時における各種管理は従

来の管理と比較すると25%の作業時間効率化が実現

されている。 

②打設における各種状況確認の情報共有がリア

ルタイムかつスムーズに行えることにより、出荷

状況の電話確認などを省略することができるため、

待機車両が削減され、当該工事では30分程度の作

業時間短縮が確認された。 

③品質確認における試験結果がリアルタイムで

打設現場・生コン工場・現場事務所に共有および

水平展開されることで、搬入されたコンクリート

の品質状況の確認がスムーズに行えた。 

 以上が有用性の高い効果として確認された一方、

生コン情報の電子化に関する技術の課題も確認さ

れた。 
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①it-Concreteは生コン工場とのシステム連携

を行うことで全ての機能を最大限に発揮するこ

とができるシステムであり、各生コン工場によ

り使用している設備が異なるため、設備状況に

よっては連携システム導入に多大な費用が生じ

る可能性がある。 

②現在試行されているPRISMプロジェクトの内

容を全て網羅した技術活用を行うためには準備

期間として2ヵ月程度必要になる。 

 生コン情報の電子化の最終到着点としては、

JIS生コン伝票・コンクリート配合計画書等・現

場施工管理の書類、これらの電子化とコンクリ

ートの品質管理を画像解析による代替え手法に

より試験簡素化・試験実施における省人化・全

数管理によるコンクリート工事全体の品質向上

を目標としている。 

今回の工事で活用した技術において、JIS A 

5308の改正により、環境配慮や品質・性能の多様

化への対応、検査及び情報提供の合理化による生

産性向上が図られる効果も確認することができた。 

今後も積極的に試行およびデータの収集に取り組

み改善していくことで建設業全体の活性化へと繋が

っていくものと考える。 
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